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一　

は
じ
め
に

　

契
約
法
に
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
を
要
求
す
る
規
定
を
置
く
と
い
う
動
き
が
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
政
治
的
な
動
機

か
ら
で
は
あ
る
が
、
諸
指
令
を
通
じ
、
経
済
法
・
労
働
法
分
野
に
限
ら
ず
一
般
的
な
財
や
役
務
に
関
す
る
契
約
の
場
面
に
関
し
、
契
約
法

に
お
け
る
平
等
処
遇
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
人
種
差
別
に
は
じ
ま
り
、
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
一
般
的

な
財
や
役
務
に
関
す
る
契
約
に
際
し
て
の
差
別
被
害
に
対
し
て
、
債
務
不
履
行
責
任
と
い
う
契
約
法
独
自
の
救
済
を
与
え
る
と
い
う
解
決

は
、
基
本
的
に
損
害
賠
償
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
契
約
締
結
強
制
ま
で
も
含
意
す
る
。
こ
う
し
た
解
決
は
、
契
約
自

由
を
従
前
よ
り
も
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
適
用
領
域
・
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠
・
救
済
の
あ
り
方
が
目
下
議
論
さ
れ
て
い（
1
）る。

Ｅ
Ｕ
の
立
法
の
試
み
の
背
後
で
契
約
法
理
論
に
関
す
る
検
討
が
十
分
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
契
約
法
と
平
等
処
遇
要
請
の
問
題
は
未

だ
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
法
を
ド
イ
ツ
が
国
内
法
と
し
て
置
換
し
たAllgem

eines G
leichbehandlungsgesetz

（
一
般
平
等
処
遇
法
。
以
下
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
と
略

称
）
の
規
定
に
関
し
て
も
、
締
結
強
制
の
位
置
づ
け
な
ど
、
同
様
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
向
き
あ
う
最
初
の
問

題
は
、
何
に
基
づ
く
差
別
を
契
約
法
上
一
般
的
に
顧
慮
す
る
か
で
あ
る
。
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠
の
リ
ス
ト
を
Ｅ
Ｕ
法
の
要
請
以
上
に

広
範
な
も
の
と
し
た
Ａ
Ｇ
Ｇ
は
現
在
ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
一
般
的
な
契
約
に
関
す
る
諸
規
定
と
そ

れ
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、
契
約
法
に
お
け
る
平
等
処
遇
の
要
請
に
関
し
て
何
ら
か
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿

で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
以
下
で
検
討
す（
2
）る。
そ
の
結
果
本
稿
の
最
後
に
は
、
契
約
自
由
と
平
等
処
遇
の
要
請
と
の
関
係
と
い
う
、
契
約
法

に
お
け
る
平
等
処
遇
の
理
論
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
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二　

Ａ
Ｇ
Ｇ
の
立
法
経
緯
と
概
要
・
特
色

㈠　

立
法
経
緯

　

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
は
、2000/43/EC

、2000/78/EC

、2002/73/EC

、2004/113/EC

を
中
心
と
し
た
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
現
一
八
条
・

一
九
条
に
端
を
発
す
る
諸
指
令
が
、
公
に
向
け
て
提
供
さ
れ
る
財
お
よ
び
役
務
に
関
す
る
契
約
の
際
の
人
種
・
出
身
民
族
お
よ
び
性
別
に

基
づ
く
差
別
の
禁
止
を
各
国
に
要
請
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
法
の
発
展
に
関
わ
り
を
有
す
る
諸
草
案
も
、
具
体
的
規
定
に
お
い
て
、
公
に
開
か

れ
た
提
供
に
よ
る
財
お
よ
び
役
務
に
関
す
る
契
約
に
際
し
て
人
種
・
出
身
民
族
、
性
別
に
基
づ
く
差
別
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
規

定
で
は
、
十
分
な
救
済
（
そ
の
中
身
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
未
解
決
だ
が
、
締
結
強
制
を
含
む
も
の
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
）
を
与
え
る
旨

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
禁
じ
ら
れ
る
差
別
の
根
拠
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
が
、
他
方
で
、
適
用
領
域
・
根
拠
そ
れ
ぞ
れ
の
拡
大
に
慎
重
な
姿

勢
も
見
ら
れ（
3
）る。

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
は
上
記
諸
指
令
に
基
づ
く
各
国
法
の
一
つ
と
し
て
立
法
さ
れ
た
。
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
の
提
供
に
お
い
て
の
差
別
に

対
し
適
切
か
つ
効
果
的
な
救
済
を
要
請
さ
れ
て
、
当
時
点
描
的
な
保
護
の
態
様
を
と
っ
て
い
た
ド
イ（
4
）ツは
、
労
働
関
係
お
よ
び
そ
れ
を
超

え
た
一
般
的
な
平
等
処
遇
を
契
約
法
に
絡
め
て
新
た
に
規
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
は
Ｅ
Ｕ
法
に
触
発
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
指
令
の
単
純
な
置
換
と
は
い
え
ず
、
後
述
の
よ
う
に
独
自
性
を
有
し
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
既
に
、
基
本
法
（G

rundgesetz, 

Ｇ
Ｇ
）
三
条
三
項
に
あ
る
「
性
別
、
血
統
、
人
種
、
言
語
、
出
自
、
信
仰
、
宗
教
的
・

政
治
的
見
解
」
に
基
づ
く
私
法
を
通
じ
て
の
平
等
の
実
現
が
検
討
さ
れ
て
き
て
い（
5
）た。

上
記
指
令
の
国
内
法
化
の
義
務
づ
け
は
、
個
別
法

を
ま
と
め
る
好
機
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
司
法
省
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
内
部
で
の
指
令
の
置
換
に
関
す
る
案
を
提
示
し（
6
）たが
、
契
約
自
由
の
侵
害
で

あ
る
、
あ
る
い
は
、
全
体
主
義
的
で
あ
る
と
の
批
判
を
受
け（
7
）た。

議
会
に
お
け
る
た
た
き
台
が
提
示
さ
れ
た
の
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
九
〇
年
同
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盟
・
緑
の
党
の
連
立
政
権
下
だ
っ
た
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
草（
8
）案）。
こ
れ
が
Ｃ
Ｄ
Ｕ
と
の
駆
け
引（
9
）きを
経
て
、
二
〇
〇
六
年
に
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
形
に
ま
と
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
Ｅ
Ｕ
指
令
が
求
め
る
以
上
の
規
制
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
生
活
の
経
済
的
・
法
的
側
面
に
余
計
な

負
担
を
か
け
る
﹇
と
の
﹈
根
本
的
な
批
）
10
（
判
」
を
受
け
て
内
容
が
修
正
さ
れ
た
た
め
、
実
際
に
成
立
し
た
Ａ
Ｇ
Ｇ
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
草
案
よ
り
も

理
念
的
・
規
定
内
容
的
に
緩
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

㈡　

規
定
内
容

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
の
規
定
は
大
き
く
、
目
的
規
定
等
の
総
則
や
組
織
法
ま
で
含
め
た
雑
則
（
一
条
〜
五
条
、
二
二
条
以
下
）、
雇
用
関
係
の
規
定

（
六
条
〜
一
八
条
）、
一
般
的
な
契
約
関
係
の
規
定
（
一
九
条
〜
二
一
条
）
か
ら
な
る
。
本
稿
は
そ
の
目
的
上
、
労
働
関
係
特
有
の
さ
ま
ざ
ま

な
考
慮
が
は
た
ら
く
雇
用
関
係
の
規
定
を
扱
う
こ
と
を
控
え
、
ま
た
雑
則
等
は
割
愛
す
る
。

1　

総　

則

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
は
、
人
種
（Rasse

）・
民
族
的
出
自
（ethnische H

erkunft

）、
性
別
（G

eschlecht

）、
宗
教
（Religion

）・
世
界
観
（W

eltan-

schauung

）、
障
害
（Behinderung

）、
年
齢
（Alter
）、
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（sexuelle Identität

）
に
よ
る
不
利
益
処
遇
（Benach-

teiligungen

）
の
防
止
と
排
除
（verhindern oder beseitigen
）
を
目
的
と
し
て
い
る
（
一
条
）。

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
の
適
用
範
囲
（
二
条
）
は
、
職
業
関
係
（
一
〜
四
号
）、
社
会
的
保
護
等
（
五
号
・
六
号
）、
教
育
（
七
号
）、
住
居
を
含
む
公
に
開

か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
そ
の
提
供
（
八
号
）（Zugang zu und die Versorgung m

it G
ütern und D

ienstleistungen, 

die der Ö
ffentlichkeit zur Verfügung stehen, einschließlich von W

ohnraum

）
か
ら
な
）
11
（
る
。
こ
の
全
て
が
一
条
列
挙
事
由
と
関
連
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
後
述
の
よ
う
に
二
条
各
号
全
て
に
関
連
す
る
の
は
人
種
と
民
族
的
出
自
と
い
う
根
拠
の
み
で
あ
る
。

　

一
条
列
挙
の
事
由
を
直
接
の
理
由
と
し
た
不
利
益
な
別
異
処
遇
を
直
接
不
利
益
処
遇
と
呼
ぶ
が
（
三
条
一
項
）、
間
接
不
利
益
処
遇
（
二

項
）
に
お
い
て
は
、
目
的
の
適
法
性
、
手
段
の
適
切
性
・
必
要
性
に
よ
る
正
当
化
が
定
義
上
用
意
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
別
異
処
遇
に
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お
い
て
も
、
労
働
関
係
と
そ
れ
以
外
の
契
約
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
正
当
化
規
定
が
あ
る
（
後
述
）。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
は
、
正
当

化
さ
れ
な
い
不
利
益
な
別
異
処
遇
に
対
す
る
契
約
法
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
別
異
処
遇
は
、
適
切
な
措
置
に
よ
り
不
利
益
処
遇
が
防
止
あ
る
い
は
補
償
さ
れ
る
場
合
に
は
許
容
さ
れ
る
（
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
正
当
化
。
五
条
）。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
三
条
三
項
）、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
労
働
関
係
の
み
。
四
項
）
も
差
別

と
み
な
さ
れ
る
。
性
質
と
し
て
は
不
法
行
為
法
に
属
す
る
が
特
別
に
教
唆
（
五
項
）
に
関
す
る
規
定
も
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ
の

指
令
や
諸
草
案
と
同
様
で
あ
）
12
（
る
。

2　

契
約
一
般
に
関
す
る
規
定

　

雇
用
以
外
の
一
般
的
な
契
約
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
九
条
一
項
に
お
い
て
、
民
法
上
の
債
務
関
係
の
締
結
、
履
行
、
終
了
の
際
の
、
一

条
列
挙
事
）
13
（

由
に
基
づ
く
不
利
益
処
遇
の
禁
止
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
不
利
益
処
遇
が
禁
止
さ
れ
る
の
は
、
大
量
取
引

（M
assengeschäfte

）
等
、
特
定
の
個
人
が
問
題
と
な
ら
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
い
わ
ゆ
るBeinahe-

M
assengeschäfte

）（
同
一
号
）
か
、
私
法
上
の
保
険
契
約
（
同
二
号
）
に
限
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
個
人
の
特
性
が
問
題
と
な
ら
な
く
は

な
い
も
の
と
し
て
は
、
大
量
に
提
供
さ
れ
る
住
戸
に
関
す
る
契
約
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
）
14
（
る
。

　

た
だ
し
、
人
種
・
民
族
的
出
自
に
関
し
て
は
、
社
会
的
保
護
等
、
教
育
、
住
居
を
含
む
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
と
い
っ
た
範
囲

に
不
利
益
処
遇
の
禁
止
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
（
二
項
）。

　

不
利
益
処
遇
の
禁
止
の
適
用
除
外
は
三
種
類
、
住
居
賃
貸
に
つ
い
て
調
和
の
と
れ
た
環
境
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
適
用
除
）
15
（
外
（
三
項
）、

家
族
・
相
続
法
の
適
用
除
外
（
四
項
）、
特
別
な
近
親
・
信
頼
関
係
が
成
立
し
て
い
る
債
務
関
係
の
適
用
除
外
（
五
項
）
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
五
項
の
う
ち
、
五
〇
戸
以
内
の
住
居
賃
貸
の
適
用
除
外
を
規
定
す
る
文
言
は
、
草
案
に
な
く
新
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
）
16
（
る
。

　

別
異
処
遇
の
正
当
化
に
関
す
る
規
定
（
二
〇
）
17
（

条
）
に
お
い
て
、
宗
）
18
（

教
・
障
害
・
年
齢
・
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
性
別
の
み
に
関
し
、

客
観
的
理
由
に
よ
る
別
異
処
遇
が
許
容
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
危
険
の
予
防
、
損
害
の
防
止
に
資
す
る
場
合
（
一
項
一
号
）、
プ
ラ
イ
バ
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シ
ー
に
資
す
る
場
合
（
二
号
）、
特
別
の
場
合
（
三
号
）、
宗
教
の
自
由
を
尊
重
し
て
正
当
化
さ
れ
る
場
合
（
四
号
）
が
例
示
列
挙
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
険
契
約
に
お
い
て
正
当
な
リ
ス
ク
評
価
の
た
め
の
統
計
情
報
と
し
て
諸
根
拠
を
利
用
す
る
場
合
（
二
項
）、

そ
う
し
た
行
為
は
正
当
化
さ
れ
る
。

　

二
一
条
一
項
で
は
、
不
当
な
別
異
処
遇
に
遭
っ
た
場
合
、
不
利
益
処
遇
を
受
け
た
者
に
は
、
不
法
行
為
法
上
の
請
求
を
妨
げ
ず
、
侵
害

の
排
除
を
請
求
す
る
権
利
が
あ
る
（
場
合
に
よ
り
差
止
請
求
も
可
能
で
あ
る
）
旨
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
不
利
益
処
遇
を
し
た
者
の

損
害
賠
償
義
）
19
（
務
（
二
項
。
帰
責
事
由
が
要
求
さ
れ
る
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
こ
の
二
項
に
よ
る
金
銭
賠
償
に
よ
る
解
決
が
想

定
さ
れ
て
い
）
20
（

る
。
こ
れ
ら
の
請
求
権
に
つ
い
て
の
二
ヶ
月
の
除
斥
期
間
（
五
項
。
草
案
に
な
か
っ
た
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
）
等
が
、「
請
求

権
」
の
項
目
に
規
定
さ
れ
て
い
る
（
二
一
条
）。

3　

総　

則
（
２
）

　

加
え
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
立
証
責
任
の
転
換
（
二
二
条
）
で
あ
る
。
本
条
に
よ
れ
ば
、
不
当
な
別
異
処
遇
を
受
け
た
と
考
え
た

者
が
訴
え
を
提
起
す
る
た
め
に
は
、
一
条
列
挙
事
由
に
基
づ
く
不
利
益
処
遇
す
な
わ
ち
不
当
と
思
わ
れ
る
別
異
処
遇
が
あ
っ
た
こ
と
を
推

定
さ
せ
る
事
実
を
示
す
こ
と
で
足
り
る
。
つ
ま
り
、
不
利
益
処
遇
を
し
た
者
が
そ
の
正
当
化
事
由
該
当
性
を
立
証
す
る
立
場
に
置
か
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
他
、
訴
訟
法
上
の
規
律
（
二
二
・
二
三
条
）、
組
織
法
や
雑
則
規
定
が
存
在
す
る
（
二
四
条
以
下
）。

㈢　

特
色
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
問
題

　

要
件
面
に
お
け
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
特
色
と
し
て
、
ま
ず
、
①
禁
止
さ
れ
る
不
当
な
別
異
処
遇
の
根
拠
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
広
さ
、
そ
し
て
、

根
拠
ご
と
に
実
質
的
な
規
律
内
容
が
異
な
り
、
と
り
わ
け
人
種
・
民
族
的
出
自
が
特
別
性
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
②
別
異

処
遇
の
正
当
化
に
関
す
る
諸
規
定
を
み
る
に
ど
の
程
度
正
当
化
さ
れ
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
は
規
定
自
体
が
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
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表１　EU法における適用範囲

労働関係 社会的保護
等 教育 公に開かれた財

および役務

人種・出身民族 2000/43/EC 2000/43/EC 2000/43/EC 2000/43/EC

性別 2002/73/EC ― ― 2004/113/EC

宗教 2000/78/EC ― ― ―

世界観 2000/78/EC ― ― ―

障害 2000/78/EC ― ― ―

年齢 2000/78/EC ― ― ―

性的指向 2000/78/EC ― ― ―

表２　AGGにおける適用範囲

労働関係 社会的保護等 教育
公に開かれた財および役務

大量取引 私法上の保険

人種・民
族的出自

7条2項・3
項 ︵例外：
8条1項 ︶

19 条 2 項・2
条5号・6号

19 条 2 項・2
条7号

19 条 2 項・2
条8号 19条1項1号 19条1項2号

性別
7条2項・3
項 ︵例外：
8条1項 ︶

― ― ―
19条 1項 1号
（例外：20条1
項）

19条 1項 2号
（例外：20条1
項・2項1文）

宗教
7条2項・3
項 ︵例外：
8条 1項・9
条 ︶

― ― ―
19条 1項 1号
（例外：20条1
項）

19条 1項 2号
（例外：20条1
項・2項3文）

世界観
7条2項・3
項 ︵例外：
8条 1項・9
条 ︶

― ― ―
19条 1項 1号
（例外：20条1
項）

19条 1項 2号
（例外：20条1
項・2項3文）

障害
7条2項・3
項 ︵例外：
8条1項 ︶

― ― ―
19条 1項 1号
（例外：20条1
項）

19条 1項 2号
（例外：20条1
項・2項3文）

年齢
7条2項・3
項 ︵例外：
8 条 1 項・
10条 ︶

― ― ―
19条 1項 1号
（例外：20条1
項）

19条 1項 2号
（例 外：20条
1 項・2 項 3
文）

性的アイデ
ンティティ

7条2項・3
項 ︵例外：
8条1項 ︶

― ― ―
19条 1項 1号
（例外：20条1
項）

19条 1項 2号
（例外：20条1
項・2項3文）
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は
な
い
。
さ
ら
に
、
③
契
約
法
上
の
救
済
が
行
わ
れ
る
範
囲
は
、
相
手
方
の
私
的
な
領
域
に
近
づ
く
ほ
ど
に
狭
く
な
る
と
い
う
関
係
が
見

ら
れ
る
。

　

効
果
面
に
つ
い
て
は
ま
ず
、
④
二
一
条
に
規
定
さ
れ
る
救
済
の
内
容
が
条
文
か
ら
は
一
義
的
に
定
ま
ら
ず
、
締
結
強
制
の
位
置
づ
）
21
（
け
を

含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
読
み
方
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
議
論
を
呼
ん
で
い
る
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
⑤
立
証
責
任
の
転
換
の
是
非
・

程
度
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

1　

禁
止
さ
れ
る
不
当
な
別
異
処
遇
の
リ
ス
ト

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
が
一
条
や
一
九
条
で
列
挙
す
る
禁
止
さ
れ
る
不
当
な
別
異
処
遇
の
根
拠
の
リ
ス
ト
の
長
さ
と
適
用
範
囲
は
、
現
在
構
想
中
の
Ｅ

Ｕ
指
令
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（2008

）426 final of 2.7. 2

）
22
（

008

の
内
容
を
先
取
り
し
た
と
い
え
る
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。
と
い
う
の
は
、

Ｅ
Ｕ
法
上
労
働
関
係
以
外
に
お
い
て
も
明
確
に
不
当
な
別
異
処
遇
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
人
種
・
出
身
民
族
や
性
別
に
つ
い
て
の
み
で

あ
っ
て
（
前
掲
表
１
を
参
照
）、
年
齢
、
障
害
、
性
的
指
向
と
い
っ
た
ほ
か
の
根
拠
に
広
が
る
か
に
つ
き
、
Ｅ
Ｕ
の
立
法
過
程
に
お
い
て
も

各
加
盟
国
法
に
お
い
て
も
意
見
は
割
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
法
の
中
で
も
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
る

（
前
掲
表
２
を
参
照
）。
禁
止
さ
れ
る
不
当
な
別
異
処
遇
の
根
拠
の
う
ち
、
世
界
観
（W

eltanschauung

）
は
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
特
有
で
あ
る
が
、
お

よ
そ
根
拠
全
体
の
観
点
か
ら
は
Ｅ
Ｕ
法
の
枠
組
み
に
倣
っ
た
規
定
方
法
と
い
え
よ
う
。

　

人
種
・
民
族
的
出
自
よ
り
も
他
の
根
拠
の
適
用
範
囲
は
狭
い
。
そ
れ
以
外
の
禁
止
さ
れ
る
不
当
な
別
異
処
遇
の
根
拠
を
見
て
も
、
Ａ
Ｇ

Ｇ
に
よ
る
保
護
の
範
囲
は
一
律
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
正
当
化
の
規
定
は
二
〇
条
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
結
局
は
禁
止
さ
れ
る
不
当

な
別
異
処
遇
の
根
拠
ご
と
で
各
号
の
判
断
基
準
に
違
い
が
生
じ
、
判
例
の
蓄
積
と
研
究
を
通
じ
た
具
体
的
基
準
の
研
究
が
必
要
と
さ
れ
）
23
（

る
。

　

次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
根
拠
に
よ
る
保
護
範
囲
（
適
用
範
囲
）・
程
度
（
正
当
化
）
の
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
Ａ
Ｇ

Ｇ
に
お
い
て
、
異
な
る
者
を
等
し
く
処
遇
せ
よ
と
の
法
的
要
請
が
全
て
に
一
律
に
は
た
ら
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
）
24
（

す
。
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2　

適
用
領
域
と
正
当
化

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
私
的
な
領
域
に
配
慮
し
、
そ
こ
で
は
平
等
処
遇
の
要
請
よ
り
も
契
約
自
由
・
私
的
自
治
の
要
請
を
徹
底

し
て
い
）
25
（
る
。
法
律
行
為
の
私
的
な
領
域
へ
の
近
さ
に
よ
り
、
自
律
の
保
護
の
程
度
も
高
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
条
一
項
で
は
、

人
種
・
民
族
的
出
自
は
別
と
し
て
、
諸
別
異
処
遇
は
「
特
定
の
個
人
が
問
題
と
な
ら
な
い
も
の
」（
大
量
取
引
）
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る

も
の
に
つ
い
て
の
み
禁
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
項
や
五
項
の
私
的
領
域
に
関
す
る
明
確
な
適
用
除
外
、
草
案
に
な
か
っ
た

規
定
の
追
加
（
三
項
の
住
環
境
保
護
、
五
項
の
戸
数
の
基
準
）
を
見
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
た
だ
し
こ
の
三
項
の
内
容
や
五
項
の
数
字

を
挙
げ
た
規
制
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
実
際
及
ぼ
す
の
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
一
九
条
五
項
三
文
の
五
〇
戸
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
説
得

力
の
な
い
数
字
で
あ
る
と
い
っ
た
批
判
や
曖
昧
で
あ
る
と
い
っ
た
批
判
が
あ
）
26
（
る
。

　

宗
教
・
障
害
・
年
齢
・
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
性
別
の
み
に
関
す
る
客
観
的
理
由
に
よ
る
別
異
処
遇
の
許
容
（
二
〇
条
一
項
）
の

う
ち
、
危
険
の
予
防
、
損
害
の
防
止
に
資
す
る
場
合
（
一
号
）
に
つ
い
て
は
当
該
基
準
の
曖
昧
さ
が
批
判
さ
れ
、
性
別
や
障
害
に
基
づ
く

不
当
な
別
異
処
遇
認
定
の
回
避
手
段
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
）
27
（

る
。

3　

救
済
の
あ
り
方

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
に
お
い
て
締
結
強
制
と
い
う
救
済
手
段
が
存
在
す
る
か
が
最
も
議
論
の
余
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
）
28
（

る
。

　

否
定
論
の
論
拠
と
し
て
は
、
以
下
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
一
条
一
項
の
立
法
過
程
で
草
案
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
を
意

味
す
る
文
言
が
削
除
さ
れ
た
こ
）
29
（

と
、
ま
た
、
二
一
条
二
項
と
の
関
係
に
お
い
て
も
無
過
失
の
損
害
賠
償
責
任
と
結
び
つ
い
た
締
結
強
制
が

あ
る
と
は
考
え
が
た
い
こ
と
、
さ
ら
に
雇
用
関
係
に
関
す
る
一
八
条
二
項
の
よ
う
な
規
定
が
一
九
条
以
下
に
な
い
こ
と
を
も
併
せ
る
と
、

一
般
的
な
取
引
に
お
い
て
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
よ
る
締
結
強
制
が
あ
り
う
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
否
定
的
に
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
）
30
（
る
。

　

肯
定
論
の
立
場
か
ら
は
、
一
般
的
な
債
務
関
係
に
関
す
る
一
九
条
は
、
労
働
関
係
に
関
す
る
一
五
条
六
項
と
異
な
り
、
金
銭
に
よ
る
損

害
賠
償
以
外
の
救
済
を
排
除
し
て
い
な
い
た
め
、
締
結
強
制
が
あ
り
う
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
契
約
改
訂
請
）
31
（
求
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や
締
結
請
求
は
、「
排
除
」
や
「
差
し
止
め
」
と
い
う
二
一
条
一
項
の
請
求
権
の
枠
組
み
で
可
能
に
な
る
も
の
と
解
さ
れ
）
32
（
る
。
Ａ
Ｇ
Ｇ
の

想
定
に
お
い
て
金
銭
賠
償
と
締
結
強
制
の
い
ず
れ
が
原
則
か
は
、
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
諸
指
令
と
一
致
し
た
解
釈
を
優
先
す

る
の
で
あ
れ
ば
金
銭
賠
償
が
原
則
と
の
理
解
で
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
規
定
の
順
序
の
面
で
Ａ
Ｇ
Ｇ
は
締
結
強
制
を
原
則
と
考
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
）
33
（
る
。

　

ま
た
、
損
害
賠
償
請
求
に
お
い
て
帰
責
事
由
を
明
文
で
要
求
し
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
差
別
す
る
側
に
厳
し

す
ぎ
る
と
い
う
批
判
の
あ
る
立
証
責
任
の
転
）
34
（
換
を
緩
和
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
）
35
（
る
。

㈣　

小　

括

　

不
法
行
為
法
上
の
差
別
保
護
を
越
え
る
契
約
法
に
お
け
る
平
等
処
遇
の
要
請
に
お
い
て
、
何
が
考
慮
要
素
で
あ
る
か
を
抽
出
す
る
の
に

Ａ
Ｇ
Ｇ
は
格
好
の
素
材
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
初
に
直
面
す
る
問
題
は
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
る
別

異
処
遇
の
根
拠
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
上
記
の
①
に
述
べ
た
要
件
面
に
関
す
る

検
討
に
的
を
絞
り
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
別
異
処
遇
が
許
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
是
非
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

三　

禁
止
さ
れ
る
不
当
な
別
異
処
遇
の
根
拠

―
根
拠
ご
と
の
特
徴
と
運
用

　

二
㈢
１
で
述
べ
た
と
お
り
、
規
定
の
あ
り
方
が
別
個
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
運
用
の
さ
れ
方
も
禁
止
さ
れ
る
別
異
処
遇

の
根
拠
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
違
い
の
中
に
こ
そ
、
平
等
処
遇
の
理
論
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト

が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
を
分
析
す
る
際
に
は
、
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
立
法
化
の
要
請
を
越
え
て
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
あ
え
て
規
定
し
た
宗
教
・
障
害
・
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年
齢
・
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
あ
り
よ
う
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
以
下
で
は
、
二
で
見
た
と
こ
ろ
を
、
さ
ら
に
禁
止
さ
れ
る
別
異
処

遇
の
根
拠
ご
と
に
切
り
分
け
て
見
て
い
く
。

　

裁
判
例
に
現
れ
て
い
る
の
は
主
に
障
害
に
基
づ
く
別
異
処
遇
に
関
す
る
事
例
で
あ
り
、
次
い
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
性
別
に
関
す
る

事
例
、
そ
の
後
に
宗
教
、
民
族
的
出
自
、
性
的
指
向
が
続
）
36
（
く
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
Ａ
Ｇ
Ｇ
で
も
主
に
雇
用
に
関
す
る
諸
規
定
の
活
用
が
多

い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
前
述
の
通
り
一
般
的
な
契
約
と
の
関
わ
り
で
Ａ
Ｇ
Ｇ
を
分
析
す
る
本
稿
で
は
、
以
下
で
禁
止
さ
れ
る
不

当
な
別
異
処
遇
の
各
根
拠
の
特
徴
と
運
用
を
取
り
扱
う
。

㈠　

人
種
・
民
族
的
出
自

　
「
人
種
」
概
念
は
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
に
と
っ
て
特
別
な
歴
史
的
含
意
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
詳
細

な
定
義
が
避
け
ら
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
も
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
特
徴
で
あ
）
37
（
る
。

　
「
民
族
的
出
自
」
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
立
法
者
意
思
に
よ
れ
ば
広
く
解
す
べ
き
も
の
で
、「
人
種
」
の
よ
う
な
尺
度
も
含
む
も
の
と
さ

れ
る
。
民
族
的
出
自
に
は
、
肌
の
色
、
家
系
（Abstam

m
ung

）、
出
身
国
（nationale U

rsprung

）、
民
族
性
・
国
民
性
（Volkstum

）
と

い
っ
た
概
念
が
包
含
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
地
方
の
出
身
に
基
づ
く
差
別
を
ど
う
捉
え
る
か
に
つ
き
争
い
が
あ
り
、
ま
た
、

「
社
会
的
出
自
」
一
般
に
ま
で
射
程
が
及
ぶ
と
は
考
え
に
く
）
38
（

い
。

　

二
㈢
1
で
述
べ
た
と
お
り
、
人
種
・
民
族
的
出
自
は
、
大
量
取
引
に
限
ら
れ
ず
、
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ

び
そ
の
提
供
に
関
す
る
契
約
に
広
く
差
別
禁
止
が
及
ぶ
唯
一
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
労
働
関
係
と
異
な
）
39
（

り
、
一
般

的
な
取
引
に
お
い
て
正
当
化
が
基
本
的
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
（
二
〇
条
一
項
本
文
参
照
）
唯
一
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
も
あ
）
40
（
る
。

　

人
種
・
民
族
的
出
自
と
い
う
根
拠
に
基
づ
い
て
デ
ィ
ス
コ
へ
の
入
店
を
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
事
案
で
、
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
損
害
賠
償
が

命
じ
ら
れ
た
例
が
あ
）
41
（

る
。
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㈡　

性　

別）
42
（

　

性
別
に
基
づ
く
不
当
な
別
異
処
遇
は
、
大
量
取
引
お
よ
び
私
法
上
の
保
険
に
お
い
て
の
み
禁
じ
ら
れ
る
（
一
九
条
一
項
）。
性
別
に
基
づ

く
直
接
的
不
利
益
処
遇
と
し
て
は
、
労
働
関
係
で
は
手
当
、
給
付
、
年
金
等
の
支
給
要
件
や
支
給
内
容
に
関
す
る
別
異
処
遇
が
典
型
的
に

問
題
と
さ
れ
る
が
、
一
般
的
な
取
引
に
お
い
て
は
と
り
わ
け
保
険
契
約
に
お
け
る
性
別
に
基
づ
く
差
異
（
一
九
条
一
項
二
号
・
二
〇
条
二
項
）、

例
え
ば
掛
け
金
や
給
付
金
が
男
性
よ
り
女
性
の
ほ
う
が
低
く
な
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
し
か
提
供
さ
れ
な
い
場
合
な
ど
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ

で
性
別
に
よ
る
異
な
る
処
遇
が
許
さ
れ
る
の
は
、「
関
連
す
る
正
確
な
保
険
数
理
お
よ
び
統
計
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
リ
ス
ク
評
価
の
際
に

決
定
的
な
要
因
と
な
る
場
合
」
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
妊
娠
又
は
母
親
で
あ
る
こ
と
に
関
連
し
た
費
用
を
理
由
と
し
て
、
優
遇
措
置

又
は
給
付
の
差
異
が
生
じ
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
許
さ
れ
な
）
43
（

い
」。

㈢　

宗　

教

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
法
上
一
般
的
な
取
引
に
お
い
て
宗
教
や
障
害
、
年
齢
等
に
基
づ
く
不
当
な
別
異
処
遇
を
明
確
に
禁
止
す
る

立
法
は
未
だ
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
で
は
、
憲
法
上
の
宗
教
に
基
づ
く
差
別
の
禁
止
は
契
約
法
に
直
接
適
用
可
能
で
は
な
く
、
宗
教

上
の
共
同
体
に
つ
い
て
特
別
の
留
保
を
し
、
宗
教
共
同
体
の
内
部
事
情
に
対
す
る
適
用
除
外
を
置
い
て
い
）
44
（
る
。
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
宗
教
や
障
害
、

年
齢
に
基
づ
く
差
別
を
明
示
的
に
禁
止
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
ド
イ
ツ
の
状
況
は
Ｅ
Ｕ
全
域
の
将
来
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
も
な
ろ

う
。

　

こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
労
働
関
係
に
お
い
て
は
世
界
観
に
基
づ
く
差
別
も
一
定
程
度
禁
止
さ
れ
る
が
、
一
般
的
な
民
事
取
引
に
お
け
る

禁
止
さ
れ
る
不
当
な
別
異
処
遇
の
根
拠
か
ら
世
界
観
は
結
局
除
外
さ
れ
）
45
（

た
。
世
界
観
の
定
義
は
難
し
く
、
ま
た
、
世
界
観
に
基
づ
く
差
別

禁
止
は
政
治
的
意
味
合
い
を
含
み
う
る
た
め
、
一
定
の
当
事
者
に
対
し
私
的
な
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
緩
和
し
な
い
こ
と
を
認
め
る
考
慮
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が
働
く
ゆ
え
に
除
外
さ
れ
た
の
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
議
論
に
お
い
て
も
合
憲
性
の
問
題
が
存
在

す
）
46
（

る
。

　

保
険
契
約
に
お
い
て
宗
教
も
し
く
は
世
界
観
、
そ
し
て
後
述
す
る
障
害
、
年
齢
又
は
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
る
別
異
処
遇
が
許

さ
れ
る
の
は
、
別
異
処
遇
が
「
リ
ス
ク
に
応
じ
た
計
算
の
認
め
ら
れ
た
原
則
に
基
づ
く
場
合
、
特
に
、
統
計
調
査
を
用
い
た
保
険
数
理
の

計
算
に
よ
る
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
場
合
」
に
限
ら
れ
る
（
二
〇
条
二
項
）。

㈣　

障　

害

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
に
お
け
る
障
害
の
定
義
は
「
そ
の
身
体
的
機
能
、
精
神
的
能
力
あ
る
い
は
精
神
的
健
康
が
高
確
率
で
年
齢
相
応
の
状
態
か
ら
六

ヶ
月
以
上
逸
脱
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
社
会
生
活
へ
の
参
加
が
損
な
わ
れ
て
い
る
場
合
」
と
さ
れ
て
い
）
47
（

る
。
こ
れ
は
一
般
に
意
味
さ
れ
る

と
こ
ろ
の
障
害
か
ら
個
人
の
健
康
状
態
ま
で
と
い
う
幅
広
い
レ
ン
ジ
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
想
定
さ
れ
て
い
る
障
害
の
箇
所
や

程
度
も
様
々
で
あ
る
。

　

保
険
契
約
に
お
け
る
障
害
に
基
づ
く
別
異
処
遇
（
二
〇
条
二
項
）
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
例
と
し
て
、
再
保
険
者
の
こ
と
を
顧
慮
し
て
、

保
険
会
社
の
リ
ス
ク
を
計
算
可
能
に
し
て
お
く
こ
と
、
あ
る
保
険
会
社
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
み
な
す
こ
と
、
障
害
に
基
づ
く
私

的
な
職
業
不
能
保
険
の
締
結
の
申
込
み
を
受
諾
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
保
険
保
護
を
よ
り
高
い
プ
レ
ミ
ア
で
あ
る
い
は
除
外
条
項
を
伴
っ

て
提
供
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
余
地
が
あ
）
48
（
る
。

㈤　

年　

齢

　

年
齢
差
別
は
、
文
献
・
事
例
双
方
に
お
い
て
圧
倒
的
に
労
働
関
係
に
お
け
る
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
）
49
（

る
。
珍
し
い
一
般
的
な
契
約
の

裁
判
例
と
し
て
、
交
通
営
団
が
提
供
す
る
シ
ニ
ア
券
が
学
生
券
よ
り
も
安
い
こ
と
に
つ
き
学
生
の
親
が
Ａ
Ｇ
Ｇ
違
反
と
し
て
交
通
営
団
を
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訴
え
た
事
）
50
（
案
で
は
、
近
距
離
交
通
に
お
け
る
非
ラ
ッ
シ
ュ
時
（N

ebenzeit

）
の
操
業
率
を
上
げ
る
と
い
う
社
会
・
経
済
政
策
的
な
効
果
を

追
求
す
る
場
合
に
は
、
年
齢
差
別
に
該
当
し
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
判
決
の
み
か
ら
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
今
後
の
判
例
の

蓄
積
を
待
つ
べ
き
で
は
あ
る
が
、
当
該
判
決
を
敷
衍
す
る
と
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
で
は
、
労
働
関
係
以
外
に
お
け
る
年
齢
に
基
づ
く
別

異
処
遇
は
、
人
種
や
性
別
な
ど
に
基
づ
く
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
容
易
に
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

㈥　

性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　

性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
く
不
当
な
別
異
処
遇
も
、
主
に
労
働
関
係
に
お
け
る
問
題
と
し
て
表
出
し
て
お
り
、
一
般
的
な
私
人

間
の
取
引
に
関
す
る
裁
判
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
、
性
的
指
向
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
）
51
（
決
後
、
ド
イ
ツ
で
提
起
さ
れ
た
遺

族
年
金
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
年
金
の
計
算
と
支
給
が
登
録
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
婚
姻
者
で
異
な
る
こ
と
が
基
本
法
三
条
一
項
違
反

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
）
52
（
が
、
こ
こ
で
本
論
と
は
ず
れ
る
も
の
の
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
条
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
こ
の
判
決

に
よ
れ
ば
、
登
録
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
婚
姻
者
間
の
不
平
等
処
遇
は
通
常
よ
り
も
厳
格
な
審
査
基
準
に
従
っ
て
正
当
化
が
判
断
さ
れ
る

が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
そ
う
し
た
別
異
処
遇
が
性
的
指
向
に
基
づ
く
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
差
別
に
繫
が
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
は
前
述
の
Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
決
お
よ
び
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
条
に
も
言
及
が
あ
）
53
（
る
。
こ
の
説
示
か
ら
は
、
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
根
拠

が
、
年
齢
な
ど
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
性
別
と
同
様
の
比
較
的
強
い
規
律
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

㈦　

小　

括

　

こ
う
し
て
禁
止
さ
れ
る
不
利
益
処
遇
の
根
拠
ご
と
に
俯
瞰
す
る
と
、
ま
ず
、
改
め
て
人
種
・
民
族
的
出
自
に
基
づ
く
別
異
処
遇
に
対
す

る
保
護
の
特
別
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
人
種
・
民
族
的
出
自
以
外
の
根
拠
に
は
、
さ
ら
に
平
等
処
遇
の
要
請
の
妥
当
範
囲
に
違
い
が
見
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
な
財
・
役
務
に
関
し
て
性
別
（
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
に
基
づ
く
別
異
処
遇
が
禁
じ
ら
れ
る
場
面
の
ほ
う
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が
、
障
害
に
基
づ
く
そ
れ
の
禁
じ
ら
れ
る
場
面
、
さ
ら
に
は
年
齢
に
基
づ
く
そ
れ
の
禁
じ
ら
れ
る
場
面
よ
り
も
広
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
宗
教
と
世
界
観
が
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
お
い
て
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
か
、
立
法
（
一
九
条
以
下
の
規
定
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
）
と
解

釈
（
宗
教
と
世
界
観
は
一
様
に
取
り
扱
う
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
の
間
で
齟
齬
が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
法
と
の
関
係
な
ど
を
用
い
て
実
務

上
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
か
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
て
、
平
等
処
遇
の
要
請
に
禁
止
さ
れ
る
不
利
益
処
遇
の
根
拠
ご
と
の
違
い
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
論
的
に
い
か
に
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
平
等
処
遇
を
通
じ
た
私
的
自
治
の
保
障
、
お
よ
び
、
平
等
処
遇
を
通
じ
た
社
会
参
加
の
保
障

と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
あ
り
よ
う
を
説
明
し
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

四　

Ａ
Ｇ
Ｇ
に
よ
る
平
等
処
遇
の
要
請
の
評
価

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
の
よ
う
な
平
等
処
遇
を
契
約
法
上
要
請
す
る
立
法
は
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
対
す
る
批
判
㈠
が
強
く
述
べ
る
よ
う
に
、
確
か
に
相
手
方
の

契
約
自
由
を
従
来
の
理
解
に
比
し
て
大
き
く
制
限
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
平
等
処
遇
と
契
約
自
由
の
相
克
は
不
可
避
の
も
の
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
が
上
記
の
よ
う
な
規
定
を
有
し
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
し
か
し
他
方
で
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
諸
規
定
が
的
外
れ
あ
る
い

は
過
剰
な
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
以
下
に
本
稿
が
想
定
す
る
二
つ
の
観
点
か
ら
説
明
可
能
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
お

け
る
契
約
上
の
平
等
処
遇
の
要
請
の
根
拠
は
一
つ
の
観
点
か
ら
は
説
明
し
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
Ｅ
Ｕ
法
の
背

景
と
し
て
も
議
論
さ
れ
て
き
た
複
数
の
観
）
54
（
点
に
近
い
二
つ
を
素
材
と
し
て
私
見
を
述
べ
、
そ
れ
ら
と
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
関
係
性
を
示
す
。
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㈠　

私
的
自
治
の
保
障
の
観
点
か
ら
の
批
判

　

確
か
に
、
立
法
当
時
の
Ａ
Ｇ
Ｇ
は
人
種
・
民
族
的
出
自
と
性
別
に
基
づ
く
別
異
処
遇
に
関
し
て
は
Ｅ
Ｕ
指
令
を
国
内
法
化
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
、
い
わ
ば
先
取
り
的
に
宗
教
、
障
害
、
年
齢
を
も
、
禁
止
さ
れ
る
不
当
な
別
異
処

遇
の
根
拠
に
加
え
た
こ
と
で
も
、
基
本
法
二
条
一
項
の
保
障
す
る
私
的
自
治
に
対
す
る
過
度
の
侵
害
と
な
り
う
る
点
で
大
き
な
問
題
が

残
っ
て
い
る
。

　

平
等
処
遇
を
契
約
法
に
持
ち
込
む
こ
と
で
契
約
自
由
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
懸
念
は
Ａ
Ｇ
Ｇ
施
行
前
、
む
し
ろ
司
法
省
案
の

段
階
か
ら
示
さ
れ
て
い
た
）
55
（

が
、
正
面
か
ら
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
Ａ
Ｇ
Ｇ
施
行
の
日
を
迎
え
た
た
）
56
（

め
、
こ
の
点
の
議
論
が
施
行
後
も

引
き
続
き
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
）
57
（

る
。

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
の
よ
う
な
平
等
処
遇
に
関
す
る
一
般
的
規
律
は
、
私
的
自
治
を
不
当
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
と
の
批
判
が
あ
る
。
同
様
に
、

一
般
的
規
律
は
必
要
な
く
、
社
会
の
維
持
に
必
要
な
程
度
、
す
な
わ
ち
Ａ
Ｇ
Ｇ
制
定
前
の
個
別
の
差
別
保
護
で
十
分
で
あ
る
と
の
見
解
も

あ
）
58
（
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
私
的
自
治
と
の
関
係
で
平
等
処
遇
の
要
請
は
非
常
に
限
定
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
個
人
の
生
活
の
維

持
に
密
接
に
関
連
す
る
（
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
）
取
引
に
お
い
て
差
別
か
ら
の
保
護
が
徹
底
さ
れ
れ
ば
、
法
的
な
保
護
と
し
て
そ
れ
で
十

分
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
私
的
自
治
の
保
障
の
観
点
か
ら
Ａ
Ｇ
Ｇ
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
強
い
も
の
で
は
、
私
的
自
治
の
終
）
59
（

焉
と
い
う
表
現
す
ら

と
ら
れ
る
。

　

平
等
処
遇
が
一
定
の
範
囲
で
契
約
法
に
お
い
て
要
請
さ
れ
る
と
し
て
も
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
過
度
に
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
保
護
の
態
様

と
な
っ
て
お
り
、
一
定
の
志
操
の
強
要
で
あ
り
、
ま
た
、「
新
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
的
美
徳
の
国
（Tugendrepublik der neuen J

）
60
（

akobiner

）」

で
あ
る
と
す
ら
批
判
さ
れ
る
。
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Ａ
Ｇ
Ｇ
の
最
大
の
難
点
は
、
私
的
自
治
と
平
等
処
遇
の
要
請
の
衝
突
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ま
ず
し
て
立
法
し
た
こ
と
で
あ
ろ
）
61
（
う
。

㈡　

平
等
処
遇
を
通
じ
た
私
的
自
治
の
保
障

　

契
約
法
に
お
け
る
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
に
関
す
る
議
論
が
立
ち
上
る
ま
で
は
、
消
費
者
保
護
な
ど
の
理
論
に
よ
っ
て
締
結
可
能
な
契

約
内
容
が
制
限
さ
れ
て
き
た
に
過
ぎ
ず
、
締
結
自
由
と
り
わ
け
契
約
の
相
手
方
を
選
択
す
る
自
由
は
制
限
さ
れ
て
こ
な
か
っ
）
62
（
た
。
し
か
し
、

Ａ
Ｇ
Ｇ
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
人
種
・
民
族
的
出
自
に
関
し
て
ほ
ぼ
絶
対
的
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
な
平
等
処
遇
の
要
請
が
働
く
結
果
、

人
種
・
民
族
的
出
自
に
基
づ
い
て
契
約
の
相
手
方
を
選
択
す
る
自
由
は
非
常
に
限
定
的
な
も
の
と
な
る
。
そ
れ
以
外
に
、
性
別
、
さ
ら
に

Ａ
Ｇ
Ｇ
が
独
自
に
規
定
し
た
障
害
な
ど
に
基
づ
い
て
契
約
相
手
方
を
選
択
す
る
自
由
は
、
大
量
取
引
等
、
特
定
の
個
人
が
問
題
と
な
ら
な

い
取
引
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
は
狭
い
も
の
と
な
る
。

　

契
約
法
の
分
野
に
平
等
処
遇
・
差
別
禁
止
の
要
請
を
直
接
に
、
そ
し
て
今
ま
で
よ
り
も
踏
み
込
ん
で
規
定
す
る
こ
と
に
つ
き
、
私
的
自

治
や
契
約
自
由
の
終
焉
を
意
味
し
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念
に
対
し
て
は
、
反
論
が
提
示
さ
れ
て
い
）
63
（

る
。
不
当
な
別
異
処
遇
を
す
る
者
の
契

約
自
由
・
私
的
自
治
は
制
限
さ
れ
る
と
は
い
え
、
不
当
な
別
異
処
遇
を
受
け
る
者
の
契
約
自
由
・
私
的
自
治
を
十
全
に
保
障
す
る
た
め
に

一
定
の
事
由
に
基
づ
く
差
別
を
受
け
な
い
権
利
が
私
法
上
存
在
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
）
64
（

る
。
こ
の
う
ち
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
よ
う
に

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
種
・
民
族
的
出
自
に
基
づ
い
て
不
当
な
別
異
処
遇
を
受
け
な
い
権
利
は
か
な
り
広
範
か
つ
悉
皆
的
な
権
利
で
あ

り
、
そ
の
他
に
基
づ
い
て
不
当
な
別
異
処
遇
を
受
け
な
い
権
利
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
権
利
で
は
な
い
も
の
の
、
禁
止
さ
れ
る
不
利
益
処
遇
の

根
拠
ご
と
に
異
な
る
レ
ベ
ル
で
存
在
す
る
、
と
説
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
社
会
保
障
関
係
、
教
育
、
住
居
を
含
む
公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
そ
の
提
供
に
お
い
て
は
、

基
本
的
に
人
種
・
民
族
的
出
自
に
基
づ
い
て
格
別
の
別
異
処
遇
を
受
け
ず
に
自
己
の
私
的
自
治
を
十
全
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
性

別
や
障
害
、
年
齢
に
基
づ
く
別
異
処
遇
は
、
二
〇
条
一
項
各
号
の
事
由
（
危
険
の
防
止
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
特
別
の
恩
典
、
宗
教
の
自
由
）、
二
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項
の
事
由
（
保
険
契
約
に
お
け
る
一
定
の
正
当
化
）
に
よ
り
不
利
益
処
遇
に
対
す
る
保
護
の
対
象
外
と
な
る
場
面
が
増
え
、
こ
う
し
た
属
性

を
有
す
る
者
が
そ
の
属
性
に
拘
ら
ず
行
為
し
よ
う
と
し
て
も
、
相
手
方
の
契
約
自
由
（
例
え
ば
二
〇
条
一
項
四
号
の
宗
教
の
自
由
な
ど
）
と
の

す
り
合
わ
せ
が
必
要
と
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
契
約
は
差
別
の
手
段
の
一
つ
で
あ
）
65
（
る
。
個
別
の
権
利
関
係
に
入
っ
て
い
く
た
め
の
可
能
性
を
開
く
の
も
閉
じ
る

の
も
契
約
相
手
方
の
自
由
な
選
択
に
よ
る
の
で
あ
り
、
あ
る
者
に
利
益
又
は
不
利
益
を
与
え
、
あ
る
者
を
そ
の
関
係
か
ら
締
め
出
す
こ
と

で
し
か
契
約
は
成
り
立
た
な
い
。
契
約
法
に
平
等
処
遇
の
要
請
が
規
定
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
行
き
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
し
、
濫
用
の
危
）
66
（

険
を
少
し
で
も
減
じ
た
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

㈢　

平
等
処
遇
を
通
じ
た
社
会
参
加
の
保
障

　
「
差
別
保
護
」「
被
害
者
保
護
」
と
い
っ
た
法
律
上
・
学
説
上
の
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
、
人
種
・
民
族
的
出
自
以
外
の
禁
止
さ
れ
る
差
別
の

根
拠
に
つ
い
て
は
、
大
量
取
引
に
適
用
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
規
定
が
従
前
社
会
的
に
排
除
さ
れ
て
き
た
者
に
一

定
の
社
会
参
加
の
機
会
を
回
復
す
る
こ
と
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
差
別
を
受
け
な
い
権
利
を
、

個
人
が
社
会
に
参
加
す
る
権
利
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
）
67
（
る
。

　

し
か
し
こ
の
視
点
は
、
む
し
ろ
平
等
処
遇
に
関
す
る
一
般
的
な
規
定
を
契
約
法
に
置
く
こ
と
に
つ
い
て
の
消
極
論
、
す
な
わ
ち
、
差
別

禁
止
は
契
約
法
の
新
た
な
要
素
と
し
て
特
別
に
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
、
範
囲
を
限
定
し
た
規
定
で
足
り
る
と
す
る
諸
見
）
68
（
解
と
親
和
的
で

す
ら
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
社
会
参
加
の
保
障
の
た
め
に
規
定
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
根
拠
（
年
齢
な
ど
）
に
基
づ
く
別
異
処
遇

の
禁
止
は
、
例
え
ば
上
記
の
近
距
離
交
通
に
関
す
る
判
決
の
よ
う
に
、
別
異
処
遇
を
行
う
側
の
経
済
的
動
機
の
み
で
別
異
処
遇
が
正
当
化

さ
れ
る
な
ど
の
よ
う
に
、
か
な
り
緩
や
か
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
を
含
め
Ｅ
Ｕ
法
全
体
が
人
種
・
民
族
的
出
自
に
つ
い
て
格
別
強
い
平
等
処
遇
の
要
請
を
有
し



ドイツ法にみる契約法における平等処遇の要請

87

て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
障
害
に
つ
い
て
も
規
定
し
た
こ
と
が
さ
ら
に
よ
く
説
明
さ
れ
）
69
（
る
。

　

一
定
の
レ
ベ
ル
の
社
会
参
加
の
確
保
に
主
眼
が
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
正
当
性
（
五
条
）
に
関
す
る

議
論
が
十
分
な
さ
れ
な
い
ま
ま
契
約
法
上
の
平
等
処
遇
の
要
請
の
問
題
と
し
て
一
ま
と
め
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
私
的
領
域
を
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
に
つ
き
異
論
の
な
い
こ
と
と
も
整
合
す
る
。

　

個
別
の
特
殊
な
社
会
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
定
の
年
齢
が
従
来
社
会
的
嫌
悪
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
経
緯
は
な
い
。
労
働
関
係
に
お

い
て
定
年
制
が
年
齢
に
よ
る
差
別
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
各
国
で
既
に
雇
用
関
係
に
関
す
る
判
例
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
契
約
一
般
に
お

い
て
年
齢
に
よ
る
差
別
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
表
出
す
る
か
、
ま
た
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
現
在
列
挙
さ
れ
て
い
る
以
外
の
事
由
を
根
拠
と
し
た
別
異

処
）
70
（
遇
に
関
す
る
規
定
・
実
務
の
動
向
を
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
禁
止
さ
れ
る
別
異
処
遇
の
根
拠
と
し
て
規
定

す
る
こ
と
が
可
能
な
事
由
と
不
可
能
な
事
由
が
ど
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
か
も
併
せ
て
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
）
71
（

う
。

五　

お
わ
り
に

　

Ａ
Ｇ
Ｇ
に
お
い
て
、
禁
止
さ
れ
る
不
利
益
処
遇
の
根
拠
ご
と
の
法
的
な
保
護
の
あ
り
よ
う
は
、
人
種
・
民
族
的
出
自
と
そ
れ
以
外
に
二

分
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
等
処
遇
の
要
請
の
具
現
化
と
し
て
の
人
種
・
民
族
的
出
自
に
基
づ
く
不
当
な
別
異
処
遇
を
受
け
な
い
広
範

か
つ
悉
皆
的
な
権
利
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
人
種
・
民
族
的
出
自
以
外
に
分
か
た
れ
た
中
で
も
、
正
当
化
要
件
に
は
差
が
存
在
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
以
外
の
根
拠
に
基
づ
く
不
当
な
別
異
処
遇
を
受
け
な
い
比
較
的
緩
や
か
な
権
利
の
存
在
と
、
平
等
処
遇
の
要
請
が
社

会
的
排
除
の
一
掃
と
い
う
目
的
を
も
別
個
有
す
る
こ
と
の
二
つ
を
示
唆
し
て
い
）
72
（
る
。

　

個
人
の
一
定
の
属
性
に
基
づ
い
て
契
約
自
由
・
私
的
自
治
を
制
限
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
個
人
の
属
性
ご
と
に
異
な
る
法

が
妥
当
す
る
こ
と
と
平
等
処
遇
の
要
請
と
の
関
係
に
つ
い
て
補
足
的
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
古
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
民
法
上
の
人
の
平
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等
が
反
映
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
平
等
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
権
利
能
力
の
制
限
や
、
商
人
、
一
定
の
事
業
者
、

消
費
者
と
い
っ
た
様
々
な
地
位
に
応
じ
た
法
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
市
民
一
般
の
法
と
い
う
考
え
方
と
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
よ
う
な
別
異

処
遇
の
必
要
性
あ
る
い
は
正
当
性
は
既
に
自
明
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
商
事
法
な
ど
は
レ
シ
プ
ロ
カ
ル
な
規
律
で
あ
る
。

し
か
し
、（
ａ
）
制
限
行
為
能
力
者
（
ｂ
）
消
費
者
と
い
っ
た
定
型
的
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
類
型
に
つ
い
て
は
、
本
人
と
そ
の
相
手
方

の
間
で
法
に
よ
る
制
限
あ
る
い
は
保
護
は
相
互
に
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
こ
の
こ
と
が
四
㈡
で
述
べ
た
と
こ
ろ
と
抵
触
す
る

の
か
、
す
な
わ
ち
、
相
手
方
の
契
約
自
由
の
制
限
が
、
他
方
当
事
者
の
契
約
自
由
の
保
障
の
た
め
に
正
当
化
さ
れ
う
る
の
か
否
か
、
が
問

題
と
な
る
。

　

こ
の
点
確
か
に
、
制
限
行
為
能
力
者
や
消
費
者
と
い
っ
た
個
人
の
属
性
に
基
づ
く
別
個
の
規
律
は
、
一
定
の
者
の
契
約
自
由
を
制
限
す

る
定
型
化
さ
れ
た
不
利
益
な
別
異
処
遇
で
は
あ
る
が
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
当
該
の
規
定
、
基
準
又
は
手
続
が
適
法

な
目
的
に
よ
っ
て
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
そ
の
手
段
が
適
当
か
つ
必
要
で
あ
る
場
合
に
あ
て
は

ま
）
73
（

る
。
つ
ま
り
、
不
当
な
別
異
処
遇
を
受
け
る
者
の
契
約
自
由
・
私
的
自
治
を
十
全
に
保
障
す
る
た
め
に
一
定
の
事
由
に
基
づ
く
不
当
な

別
異
処
遇
を
受
け
な
い
権
利
が
私
法
上
存
在
す
る
と
考
え
る
と
き
、
平
等
処
遇
の
要
請
に
基
づ
く
そ
の
権
利
は
、
法
的
に
合
目
的
性
と
合

理
性
（
正
当
性
）
の
担
保
さ
れ
た
別
異
処
遇
と
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
契
約
法
に
お
け
る
平
等
処
遇
の
要
請
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
契
約
法
ひ
い
て
は
民
法
に
お
け
る
①
平
等
処

遇
を
通
じ
た
私
的
自
治
保
障
と
、
②
社
会
参
加
の
保
障
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
実
際
に
立
法

し
た
場
合
の
規
定
の
実
効
性
や
市
民
生
活
へ
の
影
響
、
と
り
わ
け
契
約
自
由
が
必
要
以
上
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
と
い
う

三
つ
目
の
視
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今
後
契
約
法
に
お
け
る
平
等
処
遇
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
上
記
の
二
つ
の
視
点
に
立
つ
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
等
処
遇
規
定
消
極
論
が
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
に
さ
ら
に
法
規
そ
の
も
の
の
あ
り
方
の
妥
当
性
も
併
せ

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
正
当
化
規
定
を
よ
り
具
体
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
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ク
シ
ョ
ン
が
な
ぜ
一
律
に
正
当
化
さ
れ
る
の
か
、
そ
う
し
た
規
定
は
恒
久
化
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
不
当
な
別
異
処
遇
と
の
境
界
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
次
稿
以
降
の
課
題
と
す
る
。

　

た
だ
、
本
稿
で
示
し
た
Ａ
Ｇ
Ｇ
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
議
論
に
つ
い
て
の
俯
瞰
は
、
あ
く
ま
で
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
に
過
ぎ
な
い
。
と

い
う
の
も
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
一
方
で
前
述
の
よ
う
な
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
対
す
る
疑
問
視
が
、
そ
し
て
他
方
で
禁
止
さ
れ
る
別
異
処
遇
の
根

拠
の
拡
大
や
現
在
の
規
定
の
大
幅
な
改
正
・
拡
充
を
求
め
る
動
き
が
あ
る
か
ら
で
あ
）
74
（

る
。

　

最
後
に
、
本
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
当
座
残
さ
れ
て
い
る
問
題
を
整
理
し
た
い
。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
Ａ
Ｇ
Ｇ
な
ど
の
平
等
処
遇
の
諸
立
法
に
お
い
て
は
、
契
約
が
実
現
さ
れ
て
い
た
は
ず
と
い
う
観
点
か

ら
、
そ
の
場
合
と
同
等
の
地
位
が
回
復
さ
れ
る
よ
う
に
損
害
賠
償
を
主
要
な
も
の
と
す
る
救
済
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
㈢
３

で
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
う
し
た
救
済
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
が
必
要
な
大
き
な
問
題
と
し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
問

題
は
次
稿
以
降
に
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
前
述
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
別
異
処
遇
が
許
容
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
か
と

い
っ
た
視
点
か
ら
も
、
契
約
法
に
お
け
る
平
等
処
遇
の
要
請
が
妥
当
す
る
範
囲
の
確
定
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
仮
に
一
般
的
な
契
約
に
お
い
て
締
結
強
制
と
い
う
救
済
が
排
除
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
場
合
、
司
法
省
草
案
に
お
い
て

規
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
契
約
締
結
に
よ
る
救
済
が
求
め
ら
れ
た
時
点
で
既
に
第
三
者
が
契
約
締
結
を
了
し
て
い
た
と
き
に
は
損
害
賠

償
に
よ
る
救
済
の
み
が
行
わ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
理
論
的
に
ど
う
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
平
等
処
遇
の
要
請
に

よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
契
約
自
由
が
再
び
肯
認
さ
れ
る
場
面
が
あ
り
う
る
の
か
。
ド
イ
ツ
の
議
論
を
さ
ら
に
追
い
つ
つ
、
さ
ら

に
平
等
処
遇
の
要
請
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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（
1
）  

一
方
で
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
（
共
通
参
照
枠
組
み
）
策
定
作
業
に
際
し
て
み
ら
れ
る
契
約
自
由
以
外
の
新
た
な
価
値
に
関
す
る
議
論
の
盛
り
上
が
り
と

共
に
、
こ
う
し
た
動
き
に
み
ら
れ
る
規
定
の
正
当
性
が
裏
付
け
ら
れ
は
じ
め
た
。
他
方
で
、
契
約
自
由
と
の
関
係
で
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇
の
要

請
は
契
約
法
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
強
く
要
請
さ
れ
な
い
と
の
考
え
も
、
依
然
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
契
約
法
の
原
則
と
は
何
か
を
考
え
直
す

と
い
う
一
大
作
業
が
ま
さ
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
の
状
況
と
ド
イ
ツ
の
状
況
に
は
類
似
点
が
見
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
も

こ
の
点
触
れ
は
す
る
が
、
詳
し
く
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
一
八
・
一
九
条
を
中
心
と
し
た
Ｅ
Ｕ
指
令
と
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
案
の
規
定
を
用
い
て
問
題
点
を
整

理
し
た
茂
木
明
奈
「
契
約
法
に
お
け
る
平
等
処
遇
序
論

―
Ｅ
Ｕ
の
状
況
か
ら
考
え
る
契
約
自
由
と
差
別
禁
止
・
平
等
処
遇

―
」
法
学
政
治
学

論
究
九
一
号
（
二
〇
一
一
）
一
一
五
―
一
四
六
頁
を
参
照
。
契
約
法
に
お
け
る
自
由
と
平
等
処
遇
の
要
請
の
関
係
と
い
う
大
問
題
に
向
き
合
う
た

め
に
は
、
契
約
法
に
お
い
て
平
等
処
遇
が
要
請
さ
れ
る
理
由
、
何
に
つ
い
て
平
等
処
遇
が
要
請
さ
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
法
的
結
果
を
与
え
る
か

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
記
論
文
は
、
指
令
や
Ｃ
Ｆ
Ｒ
草
案
（Acquis Principles

お
よ
びD

raft Com
m
on 

Fram
e of Reference

）
の
規
定
ぶ
り
を
分
析
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
未
だ
上
記
の
諸
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
足
り
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

（
2
）  

本
稿
は
そ
の
目
的
上
、
労
働
関
係
特
有
の
様
々
な
考
慮
が
働
く
雇
用
関
係
の
規
定
を
扱
う
こ
と
を
控
え
（
労
働
関
係
に
関
し
て
は
、
櫻
庭
涼
子

『
年
齢
差
別
禁
止
の
法
理
』
信
山
社
（
二
〇
〇
八
）
や
山
川
和
義
＝
和
田
肇
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
般
平
等
立
法
の
意
味
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌

五
七
四
号
（
二
〇
〇
八
）
一
八
―
二
七
頁
な
ど
が
Ａ
Ｇ
Ｇ
を
直
接
の
検
討
対
象
と
し
て
い
る
）、
そ
れ
以
外
の
一
般
的
な
財
や
役
務
の
供
給
に
関

す
る
債
務
関
係
で
の
平
等
処
遇
の
あ
り
方
を
検
討
対
象
と
す
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
具
体
的
な
内
容
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
主
に
以
下

の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
を
参
考
と
し
て
い
る
。W

olfgang D
äubler, M

artin Bertzbach 

（H
rsg.

）, Allgem
eines G

leichbehandlungsgesetz 
H
andkom

m
entar 2. Aufl., N

om
os, 2008 

（
以
下
、N

om
os

）; H
arm

 Peter W
esterm

ann 

（H
rsg.

）, Erm
an Bürgerliches G

esetzbuch 
Band 1, 12. neubearbeitete Auflage, Verlag D

r. O
tto Schm

idt, 2008 （
以
下
、Erm

an

）; Peter Bassenge etc., Palandt Bürgerliches 
G
esetzbuch, 69. Aufl, C. H

. Beck, 2010 （
以
下
、Palandt

）; Franz Jürgen Säcker （H
rsg.

）, M
ünchener Kom

m
entar zum

 Bürgerli-
chen G

esetzbuch Band 1, 6. Aufl., C. H
. Beck, 2012 

（
以
下
、M

ünchener

）; H
einz G

eorg Bam
berger, H

erbert Roth 

（H
rsg.

）, 
Kom

m
entar zum

 Bürgerlichen G
esetzbuch, 3. Aufl., C. H

. Beck, 2012 （
以
下
、Bam

berger/Roth

）.

（
3
）  

前
掲
注
（
1
）
茂
木
・
一
三
三
頁
。

（
4
）  Karl Riesenhuber, Privatautonom

ie und D
iskrim

inierungsverbote - G
rundlagen im

 deutschen Recht und europäische Regu-
lierung, in: Karl Riesenhuber und Yuko N

ishitani （H
rsg.

）, W
andlungen oder Erosion der Privatautonom

ie? : D
eutsch -japanis-

che Perspektiven des Vertragsrechts, D
e G

ruyter Recht, 2007, S. 19 -61, bes. 22 -32. 

ま
た
、
斉
藤
純
子
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
平



ドイツ法にみる契約法における平等処遇の要請

91

等
待
遇
指
令
の
国
内
法
化
と
一
般
平
等
待
遇
法
の
制
定
」
外
国
の
立
法
二
三
〇
号
（
二
〇
〇
六
）
九
一
―
一
〇
七
頁
、
同
「
二
〇
〇
六
年
八
月
一

四
日
の
平
等
待
遇
原
則
の
実
現
の
た
め
の
欧
州
指
令
を
実
施
す
る
た
め
の
法
律
」
同
一
〇
八
―
一
二
三
頁
、
と
り
わ
け
九
四
―
九
六
頁
参
照
。
当

該
文
献
に
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
邦
訳
（
た
だ
し
、
世
界
観
に
関
す
る
改
正
前
の
も
の
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）  ibid., Riesenhuber, SS. 26 -32. 

ま
た
、
そ
れ
ま
で
に
一
九
九
五
年
に
反
人
種
主
義
法
草
案
、
一
九
九
八
年
に
反
差
別
・
少
数
権
利
法
草
案
、

二
〇
〇
一
年
に
は
民
法
に
お
け
る
差
別
に
関
す
る
障
害
者
の
た
め
の
法
律
草
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。

（
6
）  D

iskussionsentw
urf eines G

esetzes zur Verhinderung von D
iskrim

inierungen im
 Zivilrecht, 10. D

ezem
ber 2001.

（
7
）  supra note 2, N

om
os, Einleitung, S. 19 -102 ﹇W

olfgang D
äubler

﹈, bes. S. 8 Rn. 8.

（
8
）  Entw

urf eines G
esetzes zur U

m
setzung europäischer Antidiskrim

inierungsrichtlinien von 16. 12. 2004, BT -D
rucks. 15/4538.

（
9
）  ibid.;

前
掲
注
（
4
）
斉
藤
を
参
照
。
そ
の
他
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
詳
細
な
立
法
経
緯
に
つ
い
て
は
本
文
献
、
お
よ
び
、
前
掲
注
（
２
）
山
川
＝
和
田

二
一
―
二
二
頁
が
詳
し
い
。
前
掲
注
（
8
）
の
草
案
は
お
蔵
入
り
と
な
っ
た
が
、
次
の
国
会
で
提
出
さ
れ
たEntw

urf eines G
esetzes zur 

U
m
setzung europäischer Richtlinien zur Verw

irklichung des G
rundsatzes der G

leichbehandlung, BT -D
rucks 16/1780

は
用
語

法
（「
差
別
」
と
い
う
語
を
外
し
、「
平
等
処
遇
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
）
以
外
は
ほ
ぼ
内
容
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

（
10
）  

前
掲
注
（
4
）
斉
藤
・
九
二
頁
。

（
11
）  

公
に
開
か
れ
た
財
お
よ
び
役
務
の
提
供
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
取
引
可
能
な
対
象
物
（
権
利
や
株
式
に
も
及
ぶ
）
が
含
ま
れ
る
が
、
結
社
・
団
体
の

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
、
加
盟
状
態
は
含
ま
れ
な
い
。
公
に
開
か
れ
た
提
供
と
い
う
こ
と
を
最
も
厳
格
に
解
釈
す
れ
ば
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
博
物
館
、
金

融
機
関
、
公
共
交
通
機
関
等
の
事
業
者
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
条
）
に
よ
る
提
供
の
み
と
な
る
（supra note 2, M

ünchener, 

§19 AG
G
 Rn. 36

）
が
、

そ
う
す
る
と
結
局
他
の
根
拠
に
適
用
さ
れ
る
大
量
取
引
と
い
う
要
件
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
私
人
に
よ
る
雑
誌
広
告
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
た
提
供
も
含
む
と
の
解
釈
（supra note 9, BT -D

rucks 16/1780, S. 32

）
の
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。supra note 2, Er-

m
an, 

§2 AG
G
 Rn. 23ff.

（
12
）  

前
掲
注
（
1
）
茂
木
・
一
二
五
頁
。

（
13
）  

た
だ
し
、
世
界
観
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
後
掲
注
（
18
）（
45
）（
46
）。

（
14
）  supra note 9, BT -D

rucks 16/1780, S. 42.

（
15
）  

こ
こ
で
は
、
住
居
の
貸
与
に
お
け
る
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
環
境
へ
の
配
慮
が
許
さ
れ
て
い
る
。
一
九
条
の
構
造
か
ら
は
こ
の
三
項
の
適

用
除
外
が
人
種
・
民
族
的
出
自
に
基
づ
く
不
利
益
処
遇
に
も
及
ぶ
よ
う
に
受
け
と
れ
る
が
、
指
令
と
一
致
し
た
解
釈
の
原
則
か
ら
す
る
と
、
そ
の
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よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。supra note 2, Palandt, 

§19 AG
G
 ﹇G

rüneberg

﹈ Rn. 6; Erm
an, 

§19 AG
G
 ﹇Arm

brüster

﹈ 
Rn. 27. 

た
だ
し
、supra note 2, M

ünchener, 

§19 AG
G
 ﹇Thüsing

﹈ Rn. 75.
（
16
）  See AG

G
 and supra note 8, BT -D

rucks 15/4538.
（
17
）  
直
接
的
不
利
益
処
遇
に
関
し
て
の
み
に
該
当
す
る
規
律
で
あ
り
、
間
接
的
不
利
益
処
遇
に
関
し
て
は
三
条
二
項
の
問
題
と
な
る
。supra note 

2, N
om

os, S. 638 Rn. 4f ﹇Bernhard Franke/G
isbert Schlichtm

ann

﹈.

（
18
）  
一
条
列
挙
事
由
で
あ
る
世
界
観
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
後
掲
注
（
45
）（
46
）。

（
19
）  

非
財
産
的
損
害
に
関
し
て
も
金
銭
賠
償
請
求
権
で
手
当
て
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
草
案
の
段
階
で
は
契
約
締
結
拒
否
の
場
合
に
被
害
者
は

締
結
請
求
を
行
う
も
の
と
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
た
。

（
20
）  

た
だ
し
、
後
掲
注
（
32
）。

（
21
）  

締
結
強
制
と
締
結
請
求
、
締
結
強
制
と
履
行
の
強
制
と
い
っ
た
概
念
を
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
な
ど
と
の
比
較
を
行
い
つ
つ
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
き
少
し
触
れ
て
お
く
と
、
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
七
五
条
と
り
わ
け
一
項
の
給
付
拒
絶
権
に
よ
る
締
結
強
制
の

排
除
（
①
不
法
・
不
能
の
場
合
、
②
過
大
な
負
担
を
強
い
る
場
合
、
③
属
人
的
性
格
の
給
付
の
場
合
。supra note 2, N

om
os, 

﹇D
einert

﹈, S. 
682

）
か
ら
の
も
の
と
、
締
約
強
制
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
谷
江
陽
介
「
締
約
強
制
論
の
現
代
的
展
開
（
一
）―（
五
・
完
）」
名
古
屋
大
学
法

政
論
集
二
一
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
二
七
―
一
六
四
頁
・
二
一
五
号
二
五
五
―
二
九
五
頁
・
二
一
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
八
一
―
二
〇
六

頁
・
二
一
九
号
二
三
九
―
二
七
九
頁
・
二
二
〇
号
一
一
七
―
一
五
九
頁
と
り
わ
け
（
三
）
一
九
六
―
一
九
七
頁
・（
四
）
二
六
六
―
二
六
七
頁
に

よ
れ
ば
、
①
申
込
者
の
法
律
上
保
護
に
値
す
る
利
益
、
②
提
供
者
へ
の
依
存
、
③
提
供
者
の
「
締
結
志
向
」（Vertragsgeneigtheit

）、
④
提
供

者
の
給
付
能
力
）
が
考
え
ら
れ
る
。

（
22
）  European Com

m
ission, Proposal for a Council D

irective on im
plem

enting the principle of equal treatm
ent betw

een persons 
irrespective of religion or belief, disability, age or sexual orientation, CO

M
 （2008

） 426.

（
23
）  

前
掲
注
（
2
）
各
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
を
参
照
。

（
24
）  

と
は
い
え
、
結
局
禁
止
さ
れ
る
差
別
の
根
拠
が
社
会
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
現
在
決
着
の
つ
く
問
題
で
は
な
い
と
の

説
明
に
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
い
は
可
能
で
あ
る
。supra note 2, M

ünchner, 
§1 Ziel des G

esetzes, ﹇Thüsing

﹈, Rn 4 -8

も
、
自
然
的
法
則

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
よ
る
選
択
の
反
映
で
あ
る
と
述
べ
る
。

（
25
）  

人
種
・
出
身
民
族
・
性
別
以
外
の
根
拠
に
関
し
て
「
専
門
職
業
的
あ
る
い
は
商
業
的
活
動
」
に
か
か
わ
る
差
別
を
禁
止
す
る
前
掲
注
（
22
）
の
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指
令
案
も
類
似
の
傾
向
に
あ
る
上
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
よ
り
も
私
的
領
域
に
お
け
る
契
約
自
由
を
重
視
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

（
26
）  Eduard Picker, D

ie Privatrechtsgesellschaft und ihr Privatrecht, in: Karl Riesenhuber （H
rsg.

）, Privatrechtgesellschaft, M
ohr 

Siebeck, 2008, S. 207 -270, bes. S. 264, bes. Rn. 139.
（
27
）  supra note 2, N

om
os, ﹇Franke/Schlichtm

ann

﹈, S. 641 Rn. 13. 

生
命
の
危
険
な
ど
に
特
化
し
て
規
定
す
べ
き
だ
と
す
る
。

（
28
）  supra note 2, N

om
os, ﹇D

eniert

﹈, S. 668 -671, 680 -684. 

Ｅ
Ｕ
法
上
締
結
強
制
の
余
地
が
あ
る
と
も
な
い
と
も
判
然
と
し
て
い
な
い
。
と

い
う
の
は
、
適
切
な
救
済
を
用
意
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
契
約
自
由
の
原
則
も
配
慮
さ
れ
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

各
国
内
法
に
お
い
て
締
結
強
制
と
い
う
救
済
形
態
を
置
く
こ
と
ま
で
は
義
務
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。N

obert Reich, Effec-
tive Private Law

 Rem
edies in D

iscrim
ination Cases, in: Reiner Schulze ed., N

on-D
iscrim

ination in European Private Law, 
M

ohr Siebeck, 2011, pp. 57 -80. 

し
か
し
、
各
国
は
Ｅ
Ｕ
の
要
請
を
越
え
た
差
別
に
対
す
る
保
護
を
行
う
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ａ

Ｇ
Ｇ
の
規
定
が
何
を
示
す
か
を
ま
さ
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
29
）  

司
法
省
草
案
で
は
三
一
九
ｅ
条
一
項
が
、
契
約
締
結
や
組
織
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
第
三
者
と
既
に
契

約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
場
合
は
別
と
し
て
、
そ
れ
を
救
済
と
す
る
と
規
定
し
て
い
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
草
案
で
は
、
二
二
条
二
項
が
、
司
法
省
草
案
の
よ

う
な
除
外
の
文
言
な
し
で
同
様
の
内
容
を
規
定
し
て
い
た
。

（
30
）  Jan D. Lüttinghaus, G

renzüberschreitender D
iskrim

inierungsschutz - D
as internationale Privatrecht der A

ntidiskrim
i-

nierung, M
ohr Siebeck, 2010, S. 32. 

契
約
締
結
の
自
由
が
優
先
し
、
締
結
強
制
が
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
救
済
に
含
ま
れ
な
い
と
す
る
の
は
、Arm

-
brüster, N

JW
 2007, S. 1494, bes. S. 1497

な
ど
。

（
31
）  Ebert and Pinkel, Restricting Freedom

 of Contract through N
on-D

iscrim
ination Provisions? A

 Com
parison of the D

raft 
Com

m
on Fram

e of Reference 

（D
CFR

） and the G
erm

an 

“General Equality Law

”, G
erm

an Law
 Journal vol. 10 no. 11 pp. 

1417 -1438, p. 1435.

（
32
）  Klaus Tonner, Arm

in W
illingm

ann, M
arina Tam

m
 （H

rsg.
）, Vertragsrecht Kom

m
entar, W

olters Kluw
er, 2010, 

§1 AG
G
 Rn. 4 

﹇Jörg Benedict

﹈; supra note 4, Riesenhuber, S. 28. 

た
だ
し
、Riesenhuber

に
あ
る
よ
う
に
、
現
物
返
還
（N

aturalrestitution

）
と
い

う
考
え
方
も
可
能
で
は
あ
る
。

（
33
）  supra note 31, Tonner, 

§1 AG
G
 Rn. 4, 12 ﹇Benedict

﹈.

（
34
）  

こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
の
諸
指
令
に
由
来
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
批
判
と
し
て
、Tilm

an Repgen, Antidiskrim
inierung - die Totenglocke des 
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Privatechts la:utet, in: Tilm
an Repgen, Thom

as Lobinger, Ansgar H
ense, H

erausgegeben von Josef Isensee, Vertragsfreiheit 
und D

iskrim
inierung, S. 11 -98

な
ど
。

（
35
）  Ingo Scholten, D

iskrim
inierungsschutz im

 Privatrecht?: Bew
eis- und verfahrensrechtliche Problem

e der U
m
setzung der 

Richtlinie 2000/43/EG.
（
36
）  Rainer N

ickel, D
rei Jahre Allgem

eines G
leichbehandlungsgesetz 

（AG
G

）: eine Zw
ischenbilanz, S. 3; Franke, D

as zivilrech-
tliche Benachteiligungsverbot des Allgem

einen G
leichbehandlungsgesetzes （AG

G

） in der Rechtsprechung, N
J 2010, S. 233.

（
37
）  supra note 32, Tonner, 

§1 AG
G
 

﹇Benedict

﹈ Rn. 19. 

決
し
て
人
種
に
よ
る
相
違
の
存
在
を
前
提
と
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
、

一
条
や
一
九
条
で
は
「w

egen der Rasse

」
で
は
な
く
「aus G

ründen der Rasse...

」
と
い
う
言
葉
遣
い
を
し
て
い
る
。supra note 9, BT -

D
rucks 16/1780 S. 30f. 

民
族
的
出
自
は
人
種
と
の
対
比
で
厳
密
な
定
義
は
難
し
い
が
、
同
じ
規
範
が
妥
当
す
る
の
で
、
殊
更
厳
格
な
境
界
を

引
く
こ
と
は
要
求
さ
れ
な
い
。supra note 2, Erm

an, 

§1 AG
G
 ﹇Arm

brüster/Belling

﹈ Rn. 3ff.

（
38
）  supra note 32, Tonner, 
§1 AG

G
 ﹇Benedict

﹈ Rn. 21f.: V
G
 Köln U

rt v 14.03.2007 - 10 K 4864/06.

（
39
）  

労
働
関
係
に
お
い
て
狭
い
な
が
ら
も
八
条
一
項
に
正
当
化
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
労
働
関
係
が
債
務
法
上
の
関
係
の
な
か
で
極
め
て
近

し
い
関
係
に
あ
る
た
め
、
と
り
わ
け
言
語
能
力
や
そ
の
地
企
業
へ
の
忠
誠
と
い
う
観
点
か
ら
正
当
化
が
必
要
で
あ
る
か
ら
と
の
説
明
が
さ
れ
る
。

supra note 32, Tonner, 

§1 AG
G
 ﹇Benedict

﹈ Rn. 24.

（
40
）  

総
則
に
お
か
れ
て
い
る
間
接
的
不
利
益
処
遇
の
正
当
化
に
関
す
る
規
定
（「
当
該
の
規
定
、
基
準
ま
た
は
手
続
が
適
法
な
目
的
に
よ
っ
て
客
観

的
に
正
当
化
さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
そ
の
手
段
が
適
当
か
つ
必
要
で
あ
る
場
合
」）
に
よ
り
、
人
種
・
民
族
的
出
自
に
よ

る
別
異
処
遇
が
許
さ
れ
る
余
地
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
直
接
的
な
不
利
益
処
遇
に
関
し
て
は
、
二
〇
条
一
項
一
号
の

よ
う
に
「
危
険
予
防
、
損
害
防
止
ま
た
は
こ
れ
に
比
肩
す
る
性
質
の
そ
の
他
の
目
的
に
資
す
る
場
合
」
で
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
規
定

上
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
サ
ッ
カ
ー
の
国
際
試
合
に
お
い
て
、
ア
ウ
ェ
ー
の
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
危
険
予
防
の
た
め
と
し
て
応
援
し
に

く
い
位
置
に
隔
離
し
た
り
入
場
を
制
限
し
た
り
す
る
こ
と
が
こ
れ
に
あ
た
ろ
う
。

（
41
）  AG

 O
ldenburg, U

rt vom
 23.07.2008, E2 C2126/07.

（
42
）  

妊
娠
又
は
母
親
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
不
利
益
処
遇
も
性
別
に
基
づ
く
も
の
に
含
ま
れ
る
（
三
条
一
項
二
文
）。
Ｅ
Ｕ
法
上
は
、
ト
ラ
ン

ス
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
ど
、
自
己
が
ど
う
い
っ
た
性
に
該
当
す
る
か
に
関
す
る
主
観
に
基
づ
く
差
別
も
、
性
別
に
基
づ
く
差
別
の
中
に
包
含
さ
れ
る

と
解
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
（76/207/ECC; 2006/54/EC

を
参
照
）。
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（
43
）  

Ｅ
Ｕ
法
上
は
当
初
、2004/113/EC

に
お
い
て
、
妊
娠
と
母
親
で
あ
る
こ
と
以
外
に
基
づ
く
別
異
処
遇
と
し
て
、
保
険
の
リ
ス
ク
計
算
に
合

理
的
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
た
（
当
該
指
令
五
条
二
項
）。
し
か
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｊ
は
二
〇
一
一
年
三
月
一
日
、case 

C -236/09

に
お
い
て
、
五
条
二
項
を
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
た
め
こ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
法
の
動
向
が
置
換
法
で
あ
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
解
釈
に
影

響
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、D

aniel Effer -U
he, G

leichbehandlung in Versicherungsvertra: gen - 
zum

 U
rteil des EuG

H
 vom

 01.03.2011 in der Rechtssache C -236/09 （Association Test -Achats

）, in: Reiner Schulze ed., N
on -

D
iscrim

ination in European Private Law, M
ohr Siebeck, 2011, S. 109 -130.

（
44
）  M

atthias Lehm
ann, D

iskrim
inierungsschutz und Vertragsrecht - Entw

icklungstendenzen im
 Rechtsvergleich, in: Reiner 

Schultz （ed.
）, N

ew
 Features in Contract Law, Sellier, 2007, pp. 67 -84.

（
45
）  

世
界
観
と
い
う
概
念
に
お
い
て
一
般
的
な
政
治
的
意
思
は
直
接
含
意
さ
れ
な
い
が
、
極
右
思
想
を
有
す
る
者
に
よ
る
Ａ
Ｇ
Ｇ
規
定
の
濫
用
的
利

用
な
ど
を
念
頭
に
、
基
本
的
に
労
働
関
係
と
同
じ
は
ず
で
あ
る
禁
止
さ
れ
る
不
利
益
処
遇
の
根
拠
が
、
一
般
民
事
取
引
に
お
い
て
は
削
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。BT -D

rucks 16/2022 S. 13. 

し
か
し
、
後
掲
注
（
46
）
の
よ
う
な
基
本
法
と
の
抵
触
の
問
題
と
は
無
関
係
に
、
単
に
立
法
過
誤

と
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る
。supra note 32, ﹇Benedict

﹈ S. 21, Rn. 36. 

政
治
的
意
味
合
い
以
外
の
世
界
観
に
基
づ
く
不
利
益
処
遇
も
保
護
す

べ
き
で
あ
っ
た
と
の
見
解
も
あ
る
。supra note 2, Erm

an, 

§1 AG
G
 Rn. 9. 

た
だ
し
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
自
由
民
主
主
義

の
基
本
的
秩
序
と
衝
突
す
る
世
界
観
は
保
護
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。supra note 2, Palandt, 

§1 AG
G
 Rn. 5.

（
46
）  supra note 44, Lehm
ann, S. 4; supra note 2, N

om
os, 

§19 Rn. 17 ﹇Franke/Schlichtm
ann

﹈, S. 609f, 644f. 

基
本
法
四
条
一
項
で
は

宗
教
と
世
界
観
が
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
一
般
的
契
約
に
関
す
る
こ
の
部
分
で
の
み
世
界
観
が
保
護
の
対
象
外
と
な
る

こ
と
は
整
合
的
で
な
い
と
し
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
明
文
で
は
語
ら
れ
て
い
な
く
と
も
宗
教
と
同
様
に
考
え
る
べ
き
と
の
見
方
が
あ
る
。

（
47
）  

既
存
の
障
害
者
の
平
等
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur G
leichstellung behinderter M

enschen

＝BG
G

）
三
条
の
定
義
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
定
義

に
近
い
）
に
依
拠
し
て
い
る
。supra note 2, Erm

an, 

§1 AG
G
 ﹇Arm

brüster

﹈ Rn. 10.

（
48
）  O
LG

 Karlsruhe U
rt vom

 18.12.2007 - 12 U
 117/07.

（
49
）  supra note 2, Erm

an, 

§1 AG
G
 ﹇Arm

brüster

﹈ Rn. 13; Palandt, 
§1 AG

G
 ﹇Ellenberger

﹈ Rn. 9. 

一
般
の
取
引
で
は
年
齢
に
よ
る
販
売

制
限
や
割
引
が
問
題
と
な
ろ
う
。

（
50
）  AG

 M
annheim

 U
rt vom

 06.06.2008 - 10 C 34/08, N
JW

 2008, 3442.

（
51
）  

請
求
者
が
被
保
険
者
と
婚
姻
関
係
で
は
な
く
同
性
の
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
遺
族
年
金
の
支
給
が
拒
否
さ
れ
た
こ
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と
が
違
法
で
あ
る
と
さ
れ
た
。EuG

H
, U

rt vom
 01.04.2008 - M

aruko - C -267/06, O
J 2008 C/128/06; V

G
 M

ünchen, U
rt vom

 
30.10.2008 - M

 12 K 08.1484.
（
52
）  BVerfG, vom

 7.7.2009, 1 BvR 1164/07.
（
53
）  ibid., Rn. 87ff. 

Ｅ
Ｃ
Ｊ
の
判
決
お
よ
び
Ａ
Ｇ
Ｇ
一
条
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
はRn. 92. 

他
の
理
由
と
し
て
は
、
憲
法
違
反
そ
の
も
の 

（Rn. 
86 （aa

）） 

と
、
社
会
法
典
違
反
そ
の
も
の （Rn. 94ff. （cc

）） 

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
54
）  
前
掲
注
（
1
）
茂
木
一
二
二
―
一
二
三
頁
を
参
照
。

（
55
）  supra note 2, N

om
os, 

﹇Franke/Schlichtm
ann

﹈, S. 607 -609; Säcker, Europäische D
iskrim

inierungsverbote und deutsches 
Zivilrecht. Kritische G

edanken zur Ergänzung des BG
B durch Antidiskrim

inierungsvorschriften, BB -Special 6/2004, 16, 17.

（
56
）  supra note 26, Picker. S. 263 -264

は
、
疑
問
を
持
っ
て
い
た
は
ず
の
法
律
家
も
政
治
家
も
圧
力
に
屈
し
て
態
度
を
急
変
さ
せ
た
と
し
て
、

こ
れ
を
と
り
わ
け
辛
ら
つ
に
批
判
す
る
。

（
57
）  supra note 26, Picker, S. 255 -266.

（
58
）  

ダ
グ
マ
ー
・
ケ
ス
タ
ー
＝
ヴ
ァ
ル
チ
ェ
ン
（
釡
谷
真
史
・
角
松
生
史
・
訳
）「
平
等
取
扱
と
契
約
自
由
」
法
政
研
究
七
二
巻
四
号
（
二
〇
〇

六
）
二
二
九
－
二
四
五
頁
、
と
り
わ
け
二
四
〇
頁
で
は
「
本
質
的
・
死
活
的
生
活
領
域
…
…
以
外
の
分
野
で
は
、
契
約
法
に
お
け
る
平
等
取
扱
原

則
は
、
正
当
化
さ
れ
な
い
異
物
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
59
）  supra note 34, Repgen. Eduard Picker, Antidiskrim

inierungsgesetz - D
er Anfang vom

 Ende der Privatautonom
ie?, Juristen 

Zeitung 57 

（2002

） S. 880 -882

は
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
市
場
に
お
け
る
市
民
で
は
な
く
「
善
い
人
」
を
想
定
し
て
お
り
、
平
等
主
義
の
も
と
に
自
由

を
犠
牲
に
す
る
と
述
べ
る
。; Karl -H

einz Ladeur, The G
erm

an Proposal of an „Anti -D
iscrim

ination

“-Law
: Anticonstitutionaland 

Anti -Com
m
on Sense. A response to N

icola Vennem
ann, 3 G

erm
an Law

 Journal, N
r. 5, M

ai 2002; Adom
eit, N

JW
 2002, S. 

424ff.

（
60
）  Säcker, ZRP 2002, S. 286ff; Eduard Picker, JZ 2003, S. 540; Johann Braun, Ü

brigens - D
eutschland w

ird w
ieder totalitär, 

JuS 2002, S. 424 f.

（
61
）  

こ
の
よ
う
な
経
緯
と
問
題
は
Ｅ
Ｕ
も
同
様
に
抱
え
て
い
る
。
前
掲
注
（
1
）
茂
木
参
照
。

（
62
）  supra note 44.

（
63
）  Susanne Baer, 

“Ende der Privatautonom
ie

” oder grundrechtlich fundierte Rechtsetzung? D
ie deutsche D

ebatte um
 das An-
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tidiskrim
inierungsrecht, Zeitschrift für Rechtspolitik 2002, S. 290 -294; Rainer N

ickel, W
idening the Scope: Anti -D

iscrim
ina-

tion Law, Social Equality, and the Right to Equal Treatm
ent, 1 Annual of G

erm
an and European Law, 2003, S. 353 -363.

（
64
）  

こ
の
点
、D

CFR 

（Christian von Bar and Eric Clive 

（eds.

）, Principles, definitions and m
odel rules of European private law

: 
draft com

m
on fram

e of reference （D
CFR

） / prepared by the Study G
roup on a European Civil Code and the Research G

roup 
on EC Private Law

 

（Acquis G
roup

） Sellier, 2009

） 

が
「
差
別
を
受
け
な
い
権
利
」（II -2: 101

）
を
想
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、ACQ

P
（Research G

roup on the Existing EC Private Law
 （Acquis G

roup

）, Principles of the Existing EC Contract Law
 （Acquis Prin-

ciples
） Contract II G

eneral Provisions, D
elivery of G

oods, Package Travel and Paym
ent Services, 2009

） 

に
お
い
て
は
、
差
別
を

行
わ
な
い
こ
と
が
信
義
則
上
の
義
務
の
一
つ
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
両
者
が
表
裏
一
体
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
は
定
か
で
な
い
。
前
掲
注

（
1
）
茂
木
・
一
二
二
頁
を
参
照
。

（
65
）  supra note 44, Lehm

ann, S. 68; Jörg N
euner, JZ 2003, S. 57, 59; Eduard Picker, A

ntidiskrim
inierungsprogram

m
e im

 
freiheitlichen Privatrecht, in: E. Lorenz 

（H
rsg.

）, Karlsruher Forum
 2004: H

aftung w
egen D

iskrim
inierung （2005

）, S. 7, 43 -54.

（
66
）  

特
に
労
働
関
係
に
お
い
て
、AG

G
-H

opping

と
呼
ば
れ
る
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
濫
用
的
訴
訟
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。supra note 2, N

om
os, 

§13 

﹇Buschm
ann

﹈ Rn. 11, 

§15 ﹇D
einert
﹈ Rn. 57; supra note 31, Tonner, 

§1 AG
G
 Rn. 5.

（
67
）  

前
掲
注
（
1
）
茂
木
一
二
三
頁
お
よ
び
当
該
文
献
注
（
39
）
参
照
。

（
68
）  

前
掲
注
（
1
）
茂
木
・
一
二
三
頁
お
よ
び
当
該
文
献
注
（
41
）―（
44
）
参
照
。

（
69
）  

し
か
し
な
が
ら
、
性
別
と
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
類
似
性
は
こ
の
視
点
で
は
説
明
が
難
し
い
。

（
70
）  

例
え
ば
、
容
姿
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

（
71
）  

前
掲
注
（
70
）
の
よ
う
な
も
の
が
果
た
し
て
禁
止
さ
れ
る
別
異
処
遇
の
根
拠
と
し
て
適
当
か
ど
う
か
。
実
際
的
視
点
、
経
済
的
視
点
等
複
数
の

観
点
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
72
）  

た
だ
し
、
Ｅ
Ｕ
法
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
き
に
、
ど
の
社
会
に
お
い
て
も
Ａ
Ｇ
Ｇ
が
規
定
す
る
よ
う
に
性
別
と
障
害
そ
の
他
の
根
拠
が
同
じ
レ

ベ
ル
に
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
73
）  

（
ａ
）
行
為
能
力
の
保
障
：
制
限
行
為
能
力
者
に
つ
き
定
型
的
に
別
異
処
遇
を
行
う
こ
と
は
、
制
限
行
為
能
力
者
本
人
あ
る
い
は
相
手
方
の
契

約
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
あ
る
場
面
で
は
、
制
限
行
為
能
力
者
が
な
し
得
な
い
法
律
行
為
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
限
り
で
本
人
の
契
約

自
由
は
制
限
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
あ
る
場
面
で
は
、
制
限
行
為
能
力
者
の
行
為
は
取
り
消
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
法
律
行
為
の
実
現
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を
阻
ま
れ
る
点
で
、
本
人
の
自
由
の
制
限
で
も
あ
り
相
手
方
の
自
由
の
制
限
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
特
別
な
規
律
に
つ
い
て
、
障
害
、
と
り
わ
け

知
的
障
害
者
に
対
す
る
差
別
と
制
限
行
為
能
力
者
制
度
と
の
境
界
が
問
題
と
な
り
う
る
。
私
見
で
は
、
契
約
法
上
の
平
等
処
遇
の
要
請
と
し
て
表

出
す
る
知
的
障
害
者
に
対
す
る
差
別
保
護
は
、
制
限
行
為
能
力
者
と
し
て
の
社
会
生
活
に
お
け
る
行
為
能
力
を
十
全
に
発
揮
す
る
前
提
を
確
保
す

る
た
め
の
も
の
と
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
民
法
上
の
制
限
行
為
能
力
者
制
度
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
者
の
障
害
に
基
づ

く
別
異
処
遇
を
許
し
あ
る
い
は
強
制
す
る
限
り
で
確
か
に
別
異
処
遇
を
構
成
す
る
が
、
合
目
的
性
と
合
理
性
そ
し
て
比
例
性
に
よ
る
正
当
化
が
法

の
規
定
に
お
い
て
既
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
制
限
行
為
能
力
の
程
度
が
不
当
で
あ
る
と
い
う
場
合
は
、
制
限
行
為
能

力
者
該
当
性
に
関
す
る
裁
判
所
等
の
個
別
判
断
の
正
当
性
の
問
題
と
な
る
。
制
限
行
為
能
力
の
程
度
に
応
じ
た
別
異
処
遇
が
合
理
的
で
あ
る
か
否

か
は
こ
の
個
別
判
断
の
合
理
性
と
一
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）。
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
相
手
方
が
、
例
え
ば
行
為
能
力
の
制
限
を
受
け
な
い
日

用
品
の
売
買
に
お
い
て
、
本
人
が
「
障
害
」
を
有
す
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
不
当
な
別
異
処
遇
を
行
っ
た
と
き
、
Ａ
Ｇ
Ｇ
の
よ
う
な
平
等
処
遇
に

関
す
る
法
が
そ
の
問
題
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
ｂ
）
消
費
者
た
る
地
位
の
保
障
：
同
様
の
こ
と
が
消
費
者
の
別
異
処
遇
に
関
し
て
も
い
え
よ
う
。
消
費
者
契
約
は
、
民
法
の
原
則
に
比
較
す

る
と
容
易
に
取
り
消
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
消
費
者
側
の
情
報
や
交
渉
力
の
欠
如
に
配
慮
が
働
く
た
め
で
あ
り
、
取
り
消
し
う
る
契
約
に

関
す
る
規
律
も
事
業
者
側
に
過
度
の
負
担
を
か
け
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
Ａ
Ｇ
Ｇ
を
は
じ
め
諸
立
法
に
み
ら
れ
る
平
等
処
遇
ル
ー
ル
は
、

公
に
向
け
て
提
供
・
申
込
み
さ
れ
る
財
お
よ
び
役
務
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
そ
の
適
用
対
象
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
段
階
の
規
定
で
は
、
人
種
・

出
身
民
族
に
関
し
て
以
外
は
、
お
よ
そ
事
業
者
か
ら
消
費
者
へ
の
あ
ら
ゆ
る
提
供
・
申
込
み
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
、
従
来

一
定
の
契
約
の
種
類
に
の
み
適
用
さ
れ
て
い
た
平
等
処
遇
の
要
請
が
、
あ
ら
ゆ
る
消
費
者
契
約
に
関
す
る
一
般
的
基
準
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に

至
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
（
Ａ
Ｇ
Ｇ
を
論
述
対
象
と
し
た
文
献
に
お
い
てsupra note 44, Lehm

ann, S. 72; 

Ｅ
Ｕ
に
お
け
るN

on -dis-
crim

ination

ル
ー
ル
を
対
象
と
し
た
文
献
に
お
い
てsupra note 28, Reich, S. 76, 83.

）。

（
74
）  

現
行
の
Ａ
Ｇ
Ｇ
に
不
満
の
点
が
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
例
え
ば
、http://w

w
w.altersdiskrim

inierung.de

に
み

ら
れ
る
よ
う
な
も
の
は
年
齢
に
よ
る
差
別
も
人
種
そ
の
他
と
同
様
の
レ
ベ
ル
で
保
護
す
る
よ
う
改
正
を
求
め
て
い
る
。
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茂
木　

明
奈
（
も
ぎ　

み
な
）

　

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　
　

明
治
学
院
大
学
法
学
部
特
別
Ｔ
Ａ
（
副
助
手
）

　

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　

所
属
学
会　
　

法
文
化
学
会

　

専
攻
領
域　
　

民
法

　

主
要
著
作　
　
「
契
約
法
に
お
け
る
平
等
処
遇
序
論

―
Ｅ
Ｕ
の
状
況
か
ら
考
え
る
契
約
自
由
と
差

別
禁
止
・
平
等
処
遇

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
一
号
（
二
〇
一
一
年
）


